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寒冷前線から空電力:発射され易いということは，一

般に周知されていて，著者も経験し，報告しているの

であるが，寒冷前線が観測地点を通過することと空電

強度の増強とが，何か関連している様に考えている向

きもある様だから，本邦を通過した寒冷前線約50伺

{1952年 12月から 1953年 9月まで)1こついて調べて

見た.

気象関係の資料としては，中央気象合の印刷天気図

の他に，名古屋地方気象台の弁付予報課長から提供さ

れた寒冷前線の詳しい移動模様を記した天気図を用い

た.空電の電界強度及び方位測定資料は，当研究所の

鎌田研究室のものによ った.世界各地の日没時刻につ

いては，東京天文台の畑中教授から貸与された米国標

準局発行の暦によった.

元来寒冷前線から空電が出るのは，暖い気回に対

し， 冷い気回が模状に侵入して暖い空気を急激に上昇

さぜ，その結果として，或は積乱雲を生じ，夏x:主厚豪雨，
富豪雪となり ，更に進んで雷雨に迄発展することもある

為であるから，寒冷前線から発する空電が旺盛である

為には，何等かの理由で寒冷前線が発達することが必

要である.空電は遠距離からでもよく到達するもので

あるから，観測地を寒冷前線が通過することは空電強

度の増強と直接関係があるとは考えられない.

例えば，Gardner氏(1)のいうのは，比較的近傍の

暴風雨の中心の活動力:増した時刻に空電の増強を観測

したのであり， 叉 Bureau氏(2)のいうのは，寒冷前

線が山岳に乗上げた時，叉海上を渡って来た寒冷前線

が大陸に上った時，寒冷前践が比較的高温の地上に遼

した時等に空電が激しくなるとのことであって，著

者の考えを以てすれば，何れも， 寒冷前線が発達した

時と解釈される.実際，著者の経験でも，寒冷前線が

北海道に上陸すると共iこ， 急激に発達して発奮等を伴

い空電強度が上昇し，その方向に空電源を認めるが，

前棋の衰返と共にその空還が消滅することは，庭、で

あった.

ここでは，Brook氏仰の世界雷雨分布図と著者向の

極東雷雨分布図を使用し，夜間伝溶に関する Bureau

線 と 升ヨニ乙 電

金 原 i享

氏(5)の意見も参考にして，各地の失々の月，日におけ

る日波線から本邦へ到達する可能性ある空電源を選

び，他方，その月の比較的静穏な日の平均から変電到

来方向を時刻別に調べて，相当する定常的な空電を除

き，次に天気図を調べて，雷雨， 際雨，駿雲，風雲，

嵐の中心等の内で，寒冷前線に直接関係あるものとな

いものを分ち，更に空電強度の増強時刻とその時刻に

おける寒冷前線の位置と，笠竜方位測定の資料とを比

べて， 寒冷前線から出たと考えう る空電を求め，その

際，寒冷前線が如何なる位置， 如何なる状況にあった

かを調べたのであるが，各時刻における寒冷前線の位

置については，名古屋縄問気象台の井村予報課長が調

べられた前後1日宛計3日に亙る6時間毎の前線、の位

置から，内事事法によって各時亥IJの位置を求め，日本の

地勢図と比べて，山岳通過の模様や，陵地上陸の状況

を調べたのである.

2.観測結果

認べたものの中には， 百7成りわかりに〈いものも

あったが，比較的簡単な例を2，3挙げると次の通りで

ある.

(1) 1953年9月3自

2日， 1430]ST頃から 3450-30。に空軍あり， 2000

-2300]STには特に著しいのであるが，これは図1に

示す様にシベリヤ沿海升l方面の低気圧(1∞2mb)に伴
う寒冷前線が，この頃発達して所々に発脅している為

で，空電強度の記録にも増大が明らかである.

この寒冷前線は3日， 0900]STに本邦の日本海岸へ

上陸し， 雷雨や雪量雨を伴いつつ， 1700 ]ST に富士山

を通過して太平洋へ出ているので，笠竜到来方向がO。

-40。に移り， 更に400_90。にも現われているのであ

ろう.1900-23∞]STに00_40。に現われたのは，
上記前線が北海道上陸に当って益、発達し，雷雨，駿

雨を伴い，丘低気圧の指度も 984mbと深まった為で

あろう.これらは夜半以後衰えたので，この方面の~

電も 2400]ST以後は衰弱している.1430 ]STの空

電強度の山は， 寒冷前線が南アルプス，秩父山系等の

斜面通過に当って発達したものと考えること も出来る

(図2及び図3参照). 
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図1.1953年9月3日， 0ωO]STの天気図に前棋の移動を記入した

5CJ 

20 

10 

図2.1953年9月3日の笠竜強度記録

ここで一寸， 9月初旬に遠方から到来する空電源に

ついて一言すれば， 0900-2000 ]STに1100-150。に

広がっているまばらな笠宮群がある・これはマーシャ

ノレ，カロリ y等の諸群島における小規模なスコールに

よるものであろう(6).

南西方の強烈な空電については，昼間， 2∞。-280。

に認められるのは，タイ， 仏印(北部)，マレー，ジャ

ワ，スマトラ(南部l，プィ 9ッヒ・;/，南支等の雷雨，

スョール等によるもの，夜間2100-290。に認められ

るものは，図4に示す様に，日没線の進行に伴い，以

上の他，ピルマ{南部)，デカ;/(印度)，セイロ Yから，

更に0∞O]ST以後になれば，エチオピヤ，ェゼリヤ
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図3.1953年 9月3日の

空電方位記録
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図4.1953年9月の極東における雷雨分布図に7日の各地の日協線を記入した

1953 ¥X 7 

。

¥0 

80 
-90 

Ap..、Sep

図5.1953年，夏の世界における

雷雨分布図;こ9月7日の日没線

(図4以外の)を記入した O 
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等のアフリカ熱補地方の雷雨による空電の到来も考え

られる(図的.街昼間の方位測定記録で13∞-17∞

JSTに2000_280。に特に密集した空電の記録が出て

いるのは， この頃九州及び琉球方面に雷雨や稼雨が

あった為であろう.

(2) 1952 ~手 12 月 18 日

99 

mbの低気圧が次第に発途しつつ東進し，21001STに

は指度998mbに達しているが，これから出た寒冷前

線は，ω∞ 1STから 15∞ 1ST迄に本土を様切ってい
る{図的.それで北海道から本土の日本海岸全域に亙

る他，中部， 関東の諸地方に迄糠雨叉'ì~車雪を降らせ

ているので(図9)，低気圧の発達と考え併せて，相当

活動性の著しい前線と認められる・

空電の強度li昼間一般に依レベルであるが，11∞.

1300， 1330， 1440 1ST等に小さいながら明らかに独立

した山が出ている・方位測定の記録と併せて考え;る

と， 1100， 13∞， 1330 1STは大体北アルプス，南アル

プス乃至宮士山通過の時刻及び方向と一致している

17日から 25日迄は，連日粉、荒れ様様で，空電強度

は昼間でも相当高<，旦変動を伴っていて，本邦の日

本海岸には至る処，瞭雨叉は容量雪が認められる(図6).

方位潰l捷記録を見ても，路、各方面から空電が到来し，

その原皮が著しい点から見て，近距離源であることが

わかる.寒冷吉搬は数聞本土を横切ってし、るが，その

内，18日の昼間通過したものについて考えると{図7)， 
が， 14401STのは山岳と関係がないし， 型23日のO収)Q

北アルプス，中央アルプス，南アルプス，秩父山系等
~回001STに2500-300。に現われているの;ま，綴度

を通過した時刻及び方向において一致しているものが
からみても近距離源であるから，中国地方のE豪雨 ， ~

認められる.尤もこれを強いて疑えば，日本海岸の際

雪等によるとも考えられないことはないが，この前線 雪によるものであろう・

』こで12月， 1 月頃に逮方から到達する定常1~主の笠
{主，18日，0鈎o1STに指度1∞8mbの低気圧から発
したもので， 2100 1STには，右低気圧は 1000mbと 電源について一言すれば，昼間から 21001ST頃迄は

深まっており，盛んに扱爾や孫雪を降らせた活援なも 160
0

_250
0

，それ以後翌日の夜明頃迄は220
0

-3∞。の

のだから，これが本邦の背骨山系通過の折の昇縫気流 方向から到透する~電が認められる・
と，南岸の暖気回に接した時の復活Lを考えれば，前線 前者は，ジャワ，ニューギェャ，ボルネォ，スマト

から出たと考えても順当であろう. ラ，ォーストラリヤ(北部)，等の雷雨，スコール等か

(2a) 1953~1~22 自 ら来るもの，後者は，セイロ y (図10)，更におそく

向日，09001STから 21001STにかけて， 指度1002 なって， 0000 JST頃からは，アフリカの若手選以南の

図10.1952年12月， 1月の極東における雷雨分布図に12月16日の日没棋を記入した

¥0 
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関11.1952年の従界における雷雨分布図に

12月16日の日没線(図10以外の)を記入した

Oct、Ma.，

f~ì活慢である . 25日午後から26円にかけて，関東，

中部，近畿，中国等，m名ε本州全体iこ立って膝雨があ
り，一般に荒ht良線である(図]3). 

~電'lm皮の記録を見ても，職から変動著しく . 正午

頃から稿、高<，1630]STに一寸ードってから2∞O]ST

程上り ，以後一定で， 26日， 01∞]STに少し下って

稽‘変動し， 05∞ ]STに到って急激に下っているが，

26日も居間相当高いレペルにある.

方位測定の記録を見ると，全体について頗るまばら

であって，その内から精、集中した所を求めると，昼

間は2∞。-260。及び800-120。がある.前者は南方

に~電波を有する定常的なもの，後者は関東，伊豆諸

島方面の務雨によるものかと思われる・初めに記した

寒冷前線はお日， 0卿 -0200]STに南北アルプス等

雷雨発生地たるヨYプ「カメルーy，アy ゴラ方面 主要山岳地方を通過し，長野県下に線雨を降らしてい

のものが到達しているともヨ替えられる(図11)• るが，この方向には方位測定機の指示が極めて少い.

(3) 1953年3月25B 25日及び25日以後2，3日の記録にも指示が一般に極

指度994rnbの低気圧から出ている寒冷前線が向日 めて少いのをみると，測定畿の関係かと も恩われるの

2100 ]STから 26日，03∞]STにかけて本土を積切っ で，この場合に駿雨を降らしている点から考えて，

ているが{図12)，これは26日， ω00]STに至っても 0<削-02∞ ]STの笠竜強度の増大や変動は，寒冷前

図12.1953年3月24日， 2100 ]STから26日， 0ぬO]ST ~の依然庄及び前線の移動を示す

1，34. 1.36 138 140 142 
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線の山岳通過によると考えられないこともない.

3月， 4月の定常的な主主電源の分布をみると，尽問は

"200
0
-2600，日没以後は2tOO_2700，夜半から夜明迄

は 2200-270。になっている.それで昼間の分はボル

ネオ，ジャワ，スマトラ{南部)，マレー，タイ， fム印

等の雷雨，スコ』ル等によるもの，夜間2200]ST以

後によると印度のデカY，セイロ y方面{図14)，夜半

を過ぎるとアフリカの赤道直下の雷雨が来るものと考

えられる.

3.結 論

強度が増強するとか，或は，前線通1沿の|時刻にさE電強

度が増強するとかL、う様な結論が出たのではなL、かと

思う.何れにしても，上記の結果は，予測されたこと

ではあるが，沢山の資料が入手されたので・誠ぺて確か

めた次第である.

4.謝辞

終りに臨み，空屯強度及び方i立測定に従事された鎌

田助教授，中島，熊谷の諸君，資料の監:ill¥，図面，図

表の作成に当られた竹本君，気象資料を提供せられた

名古屋地方気象合の射す予報課長，及び，世界全体の

空電は，大気中町〉放電現象に伴って発射される電波 日出，日浸時刻の資料を提供された京~ヌ文台の畑中
であるから，腎雨は勿言語，際雨， ~豪雪 ， {資重L震等から 教授に深〈感謝する・

でも発射されることが，在来認められている・寒冷前

4棋は一般の温暖前線と異り，急激な昇僚も気流を伴うこ

とが多い為に，積昔L~を生じ，発達すれば~雨， ~gf ， 

，降窓，更には雷雨の発生にも至ることがあるので，こ

れから空電が発射されることは当然であり，内外研究

者の等しく認める処であって，著者も経験し，穏々の

空電波形を観測したのであるが，寒冷前般の観測地通

過と笠竜強度の治大とががJか関係ある様に考えている

向きがあるので，沢山の資料を調べて関係を明らかに

した.今迄の処では，関係は極めて明瞭ということは

t出来ないが，大体において，寒冷前線が日本海から本

土に上陸し，叉は本邦の背骨'山系通過に当ってf言語E化
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附 録

された場合には，・その時刻に笠電強度が上昇し，方位 本文の例で説明した季節に，本邦へ到遼する可能性

測定記録にも現われていることがわかった.本邦では ある空電源の大体の方位及び同所の日没時~Jを示せば

却測所が山長と近い為に，前線通過の何時間前に空電 次の通りである.
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